
 

 

 

オオヤブデイリーファームへの見学旅行。「命の学習」です。  

 

10月8日は3年生の見学旅行でした。場所はオオヤブデイリーファームです。この牧場は、合

志市にある酪農牧場で、特にこだわりの自家製ヨーグルトや乳製品で知られています。 AIが調べた

この牧場の詳細は以下の通りです。 

1 循環型農業とこだわりの飼育  

自家産飼料への取組み：自家産の堆肥で畑を作り、そこで無化学肥料のトウモロコシなどを栽培し、それを乳牛の

飼料としています。 

「オメガ3脂肪酸」を強化：フランスの技術連携により、健康な牛から搾られる生乳は、メタボ予防などの効用が

期待される「オメガ3脂肪酸」が多く含まれているのが特徴です。 

ジャージー牛の活用：一般的なホルスタイン種だけでなく、ジャージー牛も飼育しており、その濃厚なミルクを使

った製品も展開しています。  

2 特徴的な乳製品「MILK'ORO (ミルコロ) エイジングヨーグルト」  

ノンホモジナイズ製法：生乳の脂肪球を人工的に均一化しない「ノンホモジナイズ製法」を採用しています。 

熟成2層式：発酵の過程で、上部に濃厚な乳脂肪分の層（クリームクラウン）が形成され、下部には爽やかなヨー

グルト層ができる「熟成2層式」が最大の特徴です。この独特の食感と味わいが全国的な人気を集めています。 

数々の受賞歴：「2019年6次産業化アワード農林水産大臣賞」など、様々な賞を受賞しています。 
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なかなか先進的な牧場ですね。場所は合志市から菊池市へ向かう道路から少し入ったところにあり

ます。私も含めて多くの人がこんなところに牧場があったんだ！と思うようなところです。AI はヨ

ーグルトのことを教えてくれましたが、ここのソフトクリームは絶品で前々から評判でした。もしか

するといかれたことがあるご家庭もあるかもしれませんね。 

 でも、ん？何で３年生が牧場見学？と思われるかもしれません。実は大いに関係があるのです。３

年生は総合的な学習で「命の学習」をしています。学習発表会でもこどもたちが渾身の発表を見せま

したが、長年、本荘小学校で受け継がれてきた「命のつながり」の学習。それを受けての牧場見学な

のでした。校区にある竜之介動物病院に見学に行くのも、この総合的な学習の時間で「命」を学んで

いるからなのです。 

 ヤギの心音を聴診器で聴いたり、牛のブラッシングをしたりと普段はあまりそばにいない動物の

「生命」を感じる場面もたくさんありました。途中、牛が出荷される場面にも出会いました。出会う

命もあれば別れる命もあるものです。３年生の学級だよりで担任の上須崎先生が書かれていました

が、こどもたちが一番、「命」を感じた場面だったのではないでしょうか。こどもたちはそうやって

世の中の現実に出会いながら学びを深めていくのです。校長先生も引率に行きました。そばで見てい

て、とてもよい見学旅行になったなぁと思ったのでした。（校長） 

 

校長先生の虫眼鏡 「見学旅行の１コマ」 

 

 オオヤブデイリーファームのアイスクリームはおいしいので有名です。こどもたちも喜びながら食

べておりました。(笑) 

 


